































































































































































































	表紙
	中表紙
	調査対象地位置図
	要約
	目次
	略語表
	1. 緒論
	1.1 背景
	1.2 調査の目的
	1.3 調査対象地域
	1.4 調査全体フローチャート

	2. 調査対象地域の現況
	2.1 調査対象地域の開発計画
	2.1.1 国家開発計画
	2.1.2 水産開発計画
	2.1.3 林業開発計画

	2.2 社会・経済概況
	2.2.1 リアウ州の社会経済状況
	2.2.2 ベンカリス県の社会経済状況
	2.2.3 対象地域の社会経済状況

	2.3 漁業生産・漁場環境
	2.3.1 水産資源
	2.3.2 漁業生産
	2.3.3 水産増養殖

	2.4 水産流通／加工
	2.4.1 インドネシアにおける水産物需給バランス
	2.4.2 対象地域における水産物流通／加工
	2.4.3 水産物流通・加工の問題点
	2.4.4 水産物流通・加工の観点からみた開発方針

	2.5 漁民組織制度
	2.5.1 政府と漁民組織の関係
	2.5.2 ベンカリス県におけるKUDの活動
	2.5.3 ベンカリス県におけるクロンポックの活動
	2.5.4 漁民組織の観点からみた問題点
	2.5.5 漁民組織の観点からみた水産開発方針

	2.6 マングローブ林の現況と機能
	2.6.1 マングローブ林の現況
	2.6.2 マングローブ林の林況
	2.6.3 マングローブ林の機能
	2.6.4 森林・林業政策
	2.6.5 マングローブ林の管理
	2.6.6 造林技術実態
	2.6.7 マングローブ林の伐採
	2.6.8 マングローブ炭の生産・流通

	2.7 環境配慮
	2.8 沿岸漁村集落の分類

	3. モデル開発漁村地区の選定
	3.1 選定の前提条件
	3.2 モデル地区の選定
	3.2.1 第1段階の選別



